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　各環境事業センターでは、小学校4年生が社会科で学習する「ごみと社会」の授業に関連して、小学校へごみ収集車両を持ち込

んで、ごみ収集車両（天然ガス仕様のパッカー車など）の構造説明・積み込み作業を実演し、小学生の皆さんにも実際に積み込み

体験をしてもらっています。

　ごみ収集車両を間近に見てもらうことにより、ごみ処理についての関心を持ってもらい、ごみの減量やリサイクルの推進、ごみの

出し方などについてのマナーの向上を働きかける活動を実施しています。

　南部環境事業センターでは、5月16日に環境局会議室において阿倍野区のごみゼロリーダーの皆
さん全員に、また5月22日には西成区民センターにおいて西成区のごみゼロリーダーの皆さん全員
を対象として研修会を開催しました。

ごみゼロリーダーの皆さんのご協力がなければ、より一層の「ごみ減量・リサイクル」は進まないと
考えていますので、これからも地域での活動にご活躍いただきますようよろしくお願いします。

　研修会では、区代表のあいさつから始まり、大阪市が「ごみ減量・リサイクル」を市民と協働して重
点的に取り組む3課題の1つとしていることをまず報告し、「ごみ減量・リサイクル」の推進に向けた
新しい取り組みとして、●資源集団回収支援制度の充実、●スーパーマーケットでの乾電池・蛍光灯
管回収ボックスの設置、●マタニティウェア・ベビー服・子ども服の申告による自宅への回収などをス
タートしたことを説明しました。
そして、ごみゼロリーダーの皆さんに、地域でのごみの分別についての勉強会を積極的に開催し

ていただくようご協力をお願いしました。

その後、新しく作成したDVD（ごみの分別・ふれ
あい収集）を上映し終了しました。
このDVDにつきましては、地域での勉強会でご
活用いただきたいと考えています。
また、勉強会だけでなく、玉子パックを使って作
る花や、PETボトルから花ポットやおもちゃを作るリ
サイクル工作教室の開催もお願いしました。

　教室では、ごみの減量やリサイクル、

分別について説明し、ごみのサンプルを

使用しクイズ形式で参加してもらい理解

を深めてもらっています。

　「ごみ」について学習することにより、

ごみの減量・地球環境に関心を持っても

らえたらと思います。

　先日は、かんきょう局の出前授業に来ていただいてありがとうございま

した。

●パッカー車にごみを入れたり、運転席にすわらせてもらったりしてとて

も楽しかったです。また、1日にたくさんのごみが出されていることを、

初めて知りました。

●ぼくは、スプレーカンのガスをぬきわすれると、パッカー車が燃えるこ

とがあることを、知りませんでした。ぼくはいままで（分別しなくてもだ

いじょうぶ）と思っていました。ぼくは「ガスボンベがパッカー車の中で

ばくはつする」と聞いて、分別しようと思いました。

●ごみの分別について教えて

もらったとき、初めはどの

ごみの種類かわからなかっ

たけど、ごみの分別ゲー

ムなどをして、わかりました。

家でわからなかったときは、

体験学習で教えてもらった

ことを、思い出して分別し

てごみを出しています。
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